
１．はじめに

本工事は、ダム湖及び国道と林道に面した急峻
かつ狭隘な地形に、橋長８３．０m鋼重３１８．６t の鋼下
路式トラスドランガー桁橋を新設する工事である。
本稿では、ケーブルエレクション架設工事に関
し、その特徴や工夫した点について報告する。
工事概要
�１ 工 事 名：一般国道１６９号（土場バイパス）

道路改良（橋梁上部工）工事
�２ 発 注 者：三重県熊野建設事務所
�３ 工事場所：三重県熊野市神川町土場地内
�４ 工 期：平成２７年１２月７日～

平成２９年２月２３日

２．現場における問題点

ケーブルエレクション直吊工法における計画の
重要なポイントは仮設計画である。本工事では、
アンカー設備・鉄塔設備の計画に問題があった。
①A２鉄塔後方索は、図―２・図―３のとおり一般
国道１６９号に近接し荷取りヤードの確保を考慮し
て配置されたため、水平方向との角度が６０°と急
勾配な計画であった。この角度では各設備への載
荷荷重が大きくなるため、設備の配置を修正して
角度を小さくする必要があった。
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施工計画

図―１ 架設完了

図―２ 架設計画図

図―３ A２側鉄塔・アンカー設備配置
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②アンカー設備は、A１・A２とも各２基のコンク
リート支圧板・定着梁をグラウンドアンカー（４
本／基）にて固定する計画であった。特にA１側
アンカー定着部は、図―４のとおり堆積土であり
地盤の種類が明確でない事から設計条件を確認す
る必要があった。
③A２（L側）鉄塔基礎は、図―５のとおり既設の
法面と干渉していたが、法面の安定勾配を確保す
るため掘削ができなかった。
④品質確保と安全管理のために、効率的な日常管
理手法を確立する必要があった。

３．工夫・改善点と適用結果

①A２アンカー設備は、図―３のとおり一般国道
１６９号に近接しており位置を変更することが不可
能であった。よって、A１・A２鉄塔高さおよびA
２鉄塔位置を表―１のとおり修正した。
角度修正により鉄塔・定着梁・グラウンドアン
カーに作用する力を表―３の通り修正した。なお、

鉄塔頂部におけるケーブル定着方法は、図―６の
とおり乗越し型とした。
また、図―７のとおり組合せバックステー（A１：

１―２８φ＜６＊２４＞・A２：２―５０φ＜７＊１９＞）を設置して
鉄塔の変位を抑えた。
なお、鉄塔変位量は最大でA１：２３mm、A２：

１０３mmであった。
ここで、当初計画を見直したことで確認すべき
事項があった。

図―４ 地盤状況

図―５ 既設法面

表―１ 鉄塔高さ・位置

表―２ 後方索の角度

表―３ 作用力（単位：KN）

図―６ 鉄塔頂部
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まず、左右両岸の鉄塔高低差が当初より＋４．６
mと大きくなったためケーブルクレーンへの影
響が無いか確認した。ロープ角度より走行索の張
力を算出し安全率４を満足するロープを選定した。
次に、荷取りヤードが１０ｍと設計より５．５m短く
なったため、両端部の架設ブロックの地組立用に、
A２下部工に図―８のとおり荷受ベントを設置する
ことでヤードを確保した。

図―８ 荷受ベント

②地盤の種類を明確にするためグラウンドアン
カー掘削角度と同じ角度で現地ボーリング調査を
実施し図―９・図―１０の結果を得た。
アンカー定着部における地盤の種類は、設計と
異なる風化岩・軟岩である事が判明したためグラ
ウンドアンカー設計張力（表―３）に基づき修正

設計を行った。使用アンカーは、設計張力が許容
引張力を満足していたため変更の必要はなかった。
しかし、アンカー定着長は地盤の種類より定める
周面摩擦抵抗の影響を受けるため変更した。なお、
アンカー定着長は La=Td２／（π＊da＊τ）にて算出
した。
Td２：アンカー体設計張力（設計アンカー張力

＊安全率）
da：テンドン削孔径 τ：周面摩擦抵抗
なお、周面摩擦抵抗は地盤の種類により表―４

（グラウンドアンカー設計・施工基準より）となる。
修正設計により、アンカー体長を変更し適切なグ
ラウンドアンカーを選定した。また、定着具の固
定方法は緊張力が地震等で低減する事のない、く
さび式からナット式に変更した。更に、アンカー
緊張力の変動を目視にて確認できる「見えるアン
カー」（図―１１）を取り付け日常管理を実施した。

図―７ 組合せバックステー 図―９ A―１側ボーリング結果

図―１０ A―２側ボーリング結果
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なお、定着時緊張力は許容アンカー力を超えない
値とし設計アンカー張力の１１０％とした。これに
よりアンカーの変位は全くなかった。
③既設法面を掘削する事が出来なかったため図―
１２のとおり左右の鉄塔基礎に３mの高低差を付
けた。ただし、鉄塔の橋軸方向回転時に、ねじり
が発生することの無いよう調整架台を設けて回転
軸を揃えた。
なお、L側鉄塔基礎は直接基礎の安定計算より
構造を決定した。
アンカー設備・鉄塔設備・直吊設備の変位量は
TSによりデジタル管理した。また、直吊主索の
後方索張力は、図―１３のとおり３本中１本の主索
にロードセルを配置して管理した。なお、最大張
力は２７４KNであり設計値以内であった。

４．おわりに

冒頭で述べたとおりケーブルエレクション架設
工法における計画の重要なポイントは仮設計画で
ある。今回の工事では、入念な事前準備によりア
ンカー設備・鉄塔設備に不具合は発生しなかった。
また、有限変位骨組解析よる解析結果により鉄
塔変位・受桁変位・アンカー反力等を算出し日常
管理を実施することで確実で安全な施工管理が実
施出来た。
最後に、熊野建設事務所の関係各位に適切な助
言、協力を頂きました。ここに深く感謝の意を表
します。

表―４ 摩擦抵抗

図―１１ 見えるアンカー

図―１２ 鉄塔基礎

図―１３ ロードセル
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